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震災復興事業におけるスポーツ事業の貢献
－岩手県釜石市に見られる有意性に注目して－
中　村　祐　司
Ⅰ．震災復興事業におけるスポーツ事業貢献
東日本大震災被災地の広域自治体（県）・基礎
自治体（市町村）・地区・コミュニティにおいて、
施設・イベント・組織・資金・政策を通じたスポー
ツ事業貢献が、被災地内外のスポーツ事業主体で
ある行政、企業、自発組織、それらの連携協力組
織によって展開されている。いわば、震災復興に
寄与する新しい形での地域スポーツガバナンスが
構築されつつあるといえる。
震災は、とくに岩手県、宮城県、福島県の被災
市町村のスポーツ施設（行政、学校、企業、競技
団体が利用する体育館、グラウンド、総合運動公
園など）、学校スポーツ・生涯スポーツ、さらに
は地域密着型のプロスポーツや競技スポーツに大
きな被害を与えた。また、被災地以外であっても
国内で開催予定であった国際・全国・広域レベル
のスポーツ大会開催の見直しや変更が迫られた。
公共スポーツ施設の多くは機能不全となり、使
用可能なスポーツ施設は他用途（避難所、支援物
資の集積場所、遺体安置所、がれき置き場、仮設
住宅地、自衛隊等の駐留地、学校教室の代替など）
への転用を余儀なくされ、福島県などの学校施設
等では放射線の除染作業などに追われた。
そして、その後のスポーツ施設の復旧の優先性
は道路や港湾など生活・産業インフラの復旧・復
興よりも明らかに低い傾向にあり、震災後 2年以
上が経過した今日（本稿執筆時点の 2013 年 5 月
現在）では震災に対する関心の風化傾向が指摘さ
れている。
しかし一方で、被災地の広域自治体（県）・基
礎自治体（市町村）・地区・コミュニティにおいて、
スポーツ事業に関わる被災地内外の団体や NPO、
行政や個人、企業などが相互の連携・協力を通じ
て、当該地域における良好な社会を形成し、震災
復興に寄与するところの地域スポーツガバナンス
が構築されつつあることもまた事実である。ここ
でいうところの地域スポーツガバナンスとは、ス
ポーツに何らかの形で関わる公的セクタ （ー政府・
行政）、私的セクター（企業）、ボランタリーセク
ター（市民や任意団体、NPO など）による諸事
業が、被災地の広域・都道府県・市町村・地域社
会においてネットワークを形成しつつ展開される
ところの統治ないしは協治・共治の動態をいう。
震災後には地域密着型スポーツクラブが災害拠
点となった事例（塩釜市など）、プロスポーツや
競技団体、企業チームによるスポーツイベント
を通じた被災地支援（プロ野球や J リーグ、ラグ
ビーチームなど）や復興試合、被災地の総合型地
域スポーツクラブによる仮設住宅や避難所先での
スポーツ教室の開催等スポーツ事業の実施（石巻
市など）、高校総体の代替会場での実施など、プ
ロとアマを問わずスポーツ界あるいはスポーツに
関係するボランタリー組織、企業、スポーツ行政、
学校行政による復旧・復興へのポジティブな動き
が展開しているのである。
そこで本稿では、岩手県釜石市において震災後
に展開されてきたスポーツ事業に注目し、地元新
聞である復興釜石新聞 1 の記事を情報源として、
行政、企業、自発組織といった当該事業の主体が、
施設、イベント、組織、資金、政策のうち、何に
よって貢献しているのかという主体と貢献の両軸
の観点から、以下、一見個々ばらばらに散逸して
いるかのような各スポーツ事業の事実行為につい
て、貢献項目ごとに時系列での位置づけを行うこ
ととする。
Ⅱ．スポーツ施設貢献 
2012 年 9 月 12 日に、釜石・大槌地区小学校体
育連盟主催の同地区小学校陸上記録会が、遠野市
の遠野運動公園陸上競技場で開かれた。釜石市陸
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上競技場が改修工事のため使えず、震災の影響で
釜石市内の運動場は仮設住宅が占めることから、
市内では会場を確保できなかった 2。
同年 9月 13 日に、釜石市ゲートボール協会は
ゲートボール大会の会場として使用している鈴子
町のイベント用大型テント、シープラザ遊の人工
芝の更新を市に要望した。同協会加盟チームが使
用していたコート 12 面のうち室浜クラブ（片岸
町室浜）と、浜町クラブ（中番庫）の 2面が津波
で流失し、仙寿会（旧小川小）、中小川友の会（旧
小川小）などが使用していた 5面は仮設住宅用な
どとして転用されたためである 3。
同年 10 月 28 日に釜石市甲子町で開かれた第 3
回仙人峠マラソンを前に 14 日、大松町内会は約
100 人が参加して国道沿線は約 4㌔の一斉清掃に
取り組んだ 4。
同年 11 月 10 日に、第 52 回釜石市民駅伝競走
大会（市体育協会、市陸上競技会主催）が定内町
3丁目の警察アパート前を発着点とする周回コー
スで行われ、スポーツ少年団、中学校、一般合わ
せて 20 チームが参加した 5。
釜石市と姉妹都市を結ぶ愛知県東海市の交流団
が同年 11 月 23 日から 2泊 3日の日程で釜石を訪
問した。24 日には、人工芝グラウンドの整備が
完了し、前日にプレオープンしたばかりの甲子町
の市陸上競技場で地元交流団とサッカーの交流試
合を行い、65 人の子どもたちが参加した。市陸
上競技場では、のり面や照明、駐車場の整備、ク
ラブハウスの観客席などの建設が進められてお
り、翌年春の本格的な利用開始を見込んだ 6。
釜石シーウェイブス（SW）RFC が実行主体
となって推進している 2019 年ラグビーワールド
カップ（RWC）釜石誘致応援事業の一環で、岩
手県出身でサッカー元日本代表の小笠原満男選手
（鹿島アントラーズ FC）をゲストパネリストに
迎えたタウンミーティング「RWC を語る会」が
2013 年 1 月 11 日、釜石市鵜住居町の独立行政法
人都市再生機構釜石支援事務所で開かれた。スタ
ジアムの建設が計画されている鵜住居地域の住民
ら約 100 人が参加し、行政、地域住民、元ラグビー
選手などがそれぞれの立場で、誘致実現へ向けて
意見を交わした 7。
市民体育館が取り壊されることになり、同年 1
月 17 日、桜木町の同体育館で解体安全祈願祭が
開かれた。跡地は 2013 年度中に宅地に造成され、
東北横断自動車道釜石秋田線の整備に伴う移転者
の代替地として利用されることとなった。震災時
には最大で 420 人が避難した。築 50 年余りと老
朽化も進んでいたことから、市が解体を決定し、
新しい市民体育館は、石東中、鵜住居小跡地に建
設が計画されているスポーツ・レクリエーション
施設への併設が予定された 8。
Ⅲ．スポーツイベント貢献
1．活発なスポーツイベント貢献
2019 年に日本で開かれるラグビーワールド
カップ（W 杯）の釜石誘致運動を盛り上げようと、
釜石シーウエイブス（SW）RFCは2012年8月5日、
中妻町や上中島町などの商店街に誘致フラッグを
掲げた。SW は県の「新しい公共」支援事業を活
用し、中心市街地の目抜き通りや仮設商店街など
に 450 本を設置した。中妻中央通商店会や上中島
商店会などから約 20 人が設置作業に協力した。5
日から 15 日まで八幡平市で合宿する流通経済大
ラグビー部のうち 60 人が駆けつけ、力を貸した。
事業費は 400 万円で、誘致フラッグ掲揚のほか、
タウンミーティングの開催、市内小学生へのミニ
ボール配布などを計画した 9。
アジアの野球少年が集う「2012BFAA（U-12）
アジア選手権大会」（8月 17 日～ 22 日、中国・
成都市）に日本代表で出場する釜石市の小佐野ク
ラウン野球スポーツ少年団（団員 25人）の選手
らは同年 7月 27日、市長を表敬訪問し、大会へ
の意気込みを伝えた。大会に招待されるのは選手
14 人、指導者 2人で、保護者 16人も同行した 10。
震災で途絶えた釜石はまゆりトライアスロン国
際大会の復活につなげようと同年 8月 5日、同大
会実行委主催のはまゆりオープン・ウオーター・
スイムが釜石市鵜住居町の根浜海岸で開かれた。
トライアスロン 3競技の 1つスイムだけで競う大
会で、北海道から愛知県まで 94 人が出場した。
会場では埼玉県の法輪太鼓が選手たちを鼓舞し、
岩手大などの学生や社会人ボランティア約 300 人
が大会を支えた 11。
お笑いタレントの間寛平氏が岩手、宮城、福島
3県の約 440㌔を 9 日間で縦断する「みちのくマ
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ラソン」が同年 8月 13 日、山田町からスタート
した。初日は大槌町、釜石市を経て、大船渡市ま
で約 50㌔を駆け抜けた 12。
ロンドン五輪の柔道・男子 73㌔級で銀メダル
を獲得した中矢力選手（ALSOK）、同 90㌔級銅
メダルの西山将土選手（新日本製鉄）、女子 63㌔
級銅メダルの上野順恵選手の 3人が同年 8 月 15
日、釜石市内の仮設住宅を訪れ、住民と交流し被
災者を激励した 13。
東北ライフセービングチャレンジ第 1 回東北
ジュニアユースライフセービング競技大会が同
年 8月 11 日、釜石市営プールで開かれた。自他
の人命を守ることへ関心を高めてもらい、被災地
の子どもたちに再び海と向き合える勇気を与えた
いと、日本ライフセービング協会東北支部設立準
備委員会が企画した。東北各地と東京からライフ
セービングクラブ（LSC）や高校水泳部、地域の
スイミングクラブなど 12 チーム、小・中・高校
生合わせて約 130 人が参加した 14。
釜石水泳協会主催の第 42 回釜石市民水泳大会
が同年 8 月 19 日、釜石市営プールで開かれた。
小学生から一般まで 120 人が参加した。中学校学
年別大会の中止などによる競技機会減少を解消
し、近隣のまちとの連携で水泳競技を盛り上げて
いこうと、遠野・大槌地区の小中学校にも参加を
呼びかけ、両地区から約 20 人が参加した 15。
2．多様な地域スポーツイベント貢献
第 38 回釜石健康マラソン大会（市教育委員会、
市体育協会、市陸上競技協会主催）が 2012 年 10
月 6 日、釜石市甲子町大橋の旧釜石鉱山事務所周
辺で開かれた。メーン会場となっている同町松倉
の市陸上競技場が改修工事中のため、会場を移し
て実施し、市内外から 460 人が出場した 16。
釜石市甲子町、洞関町内会が同年 10 月 14 日、
30 回目の大運動会を洞関地区コミュニティ消防
センターのグラウンドで開いた。地区内の避難者
アパート（入居 76 世帯）からも家族連れが見物
に訪れた。各種目の勝利チーム出場者には、袋分
けした地元産の野菜、子どもにはお菓子などが贈
られた。昼食には女性陣が豚汁を振る舞い、恒例
の抽選会も行われた。洞関町町内会は 1980 年に
設立、82 年から運動会がスタートした。当初は
手づくりの別会場で行っていたが、97 年にコミュ
ニティセンターの改築とグラウンド整備が実現し
た。甲子小と甲子中 PTA，老人クラブが一体と
なり、地域のスポーツ行事を継続した 17。
復興エアロビックスフェスティバル「ガンバレ
釜石やっぺしエアロ」が同年 10 月 21 日、釜石中
体育館で開かれた。釜石市エアロビック協会が主
催し、今年で 12 回目となり、釜石・大槌地区の
愛好者ら約 150 人が参加した 18。
第 3回かまいし仙人峠マラソン大会（同実行委
主催）が同年 10 月 28 日、釜石市甲子町大橋の旧
釜石鉱山事務所を発着点に行われた。北海道から
兵庫まで各地から昨年を 240 人も上回る 1,011 人
が参加した 19。
「トモスラン」が同年 11 月 24 日、陸前高田市
から釜石市までの国道 45 号などのコースで行わ
れた。被災地や全国から参加した約 100 人が約
60㌔を走り抜いた。沿線の児童、生徒、一般の多
数が伴走して応援した 20。
釜石市ナイターバスケットボール連盟のリーグ
戰が 10 日、2 年ぶりに再開した。8チーム、100
人が来年 3月中旬まで、総当たりで 28 試合を行っ
た。開会式は小佐野小体育館で行われ、男女 50
人が参加した 21。
釜石市卓球協会主催の釜石市民卓球大会「中学
生の部」が同年 12 月 23 日、嬉石町の市民交流セ
ンター体育館で開かれた。釜石・大槌地区の中学
校から 70 人が参加した。2年ぶりとなる今大会
は「復興祈念大会」と位置づけられた 22。
釜石市唐丹町の地区対抗年忘れスカットボール
大会（唐丹公民館、唐丹すぽこんクラブ主催、唐
丹町町内会連合会後援）が同年 12 月 22 日、唐丹
中体育館で開かれた。地域の幼児から 80 代まで
70 人が集まった。少年、60 歳以下、75 歳以下、
76 歳以上など年齢別に分け、地区チームの団体
戦も兼ねた。このゲームは各地の仮設住宅、集会
施設で行われ、健康体操などと組み合わせられた
23。
第 7 回釜石市長杯スポーツチャンバラ大会が
2013 年 2月17日に中妻体育館で開かれた。市ス
ポーツ推進委員協議会が主催し、市内のほか盛岡
市や住田町などから合わせて 102人が参加した 24。
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Ⅳ．スポーツ組織貢献
1．釜石 SW が牽引するスポーツ組織貢献
2012 年 8 月 5 日開催の「釜石はまゆりオープ
ン・ウオーター・スイム」を前に、会場となる釜
石市鵜住居町の根浜海岸までのアクセス道路をき
れいにしようと同年 7月 28 日、鵜住居地域会議
がごみ拾いを行った。町内会、組合、地域住民ら
約 40 人が参加し、恋の峠から根浜までの市道を
歩き、空き缶やタバコの吸い殻などを拾い集めた
25。
第 6 回県古希軟式野球大会が同年 7月 22 日ま
での 3 日間、釜石市の平田公園野球場で開かれ
た。70歳以上の選手からなる9チームが出場した。
釜石での開催は 2007 年以来 2回目で、大会は県
還暦軟式野球連盟が主催し、シルバー釜石が主管
した 26。
同年 7 月 29 日、釜石市の上中島仮設団地で、
地域住民との交流を深めようと「ラジオ体操の
会」が開かれた。仮設住宅の住民や地元の小学生
など約 250 人が参加した。ラジオ体操の会は、住
民の孤立を防ぎ、暑さを乗り切る体力づくりに役
立てるのがねらいであり、同団地自治会（186 世
帯）が同年 7月から毎週金曜日の午後に行ってき
たが、地域住民との交流も深めようと参加を呼び
かけ、子どもたちの夏休みに合わせて毎朝続ける
ことにした 27。
流通経済大学サッカー部の部員らが同年 8 月
22 日、釜石市で支援物資を移送するなどのボラ
ンティア活動に取り組んだ。今月 18 日から 25 日
にかけて二戸市で合宿する中で、被災地の復興作
業、幼児から高校生とのサッカーで交流するなど
のボランティア活動を展開した。釜石には 40 人
が訪れ、支援物資を保管する旧小川小から旧小佐
野中に移す作業などに取り組んだ 28。
同年 8月 25 日、ラグビーのトップリーグ（TL）
昇格を目指す釜石シーウェイブス（SW）RFC を
激励するスポンサー、法人サポーター、サポーター
の交流会が釜石市大町のホテルサンルート釜石で
開かれた。交流会は SW の 2012 年定期総会に続
いて開かれ、SW の選手やサポーターら約 80 人
が出席した 29。
第 1 回ラグビーワールドカップ（W 杯）で優
勝したニュージーランド代表（オールブラックス）
の主将を務め、オークランドの名門クラブチーム
「ブルース」の最高経営責任者（CEO）として活
躍するアンディ・ダルトン氏が同年 9月 4日、釜
石市長を表敬訪問した。市が準備を進める 2019
年ラグビー W 杯会場誘致に協力を約束した 30。
釜石シーウェイブズ（SW）RFC 釜石応援団は
同年 9月 11 日、ビデオサロンを中妻町の「あるば」
で開き、8日に開幕したラグビートップイースト
リーグの初戦でヤクルトを破った SW の開幕戦勝
利を祝った。この開幕戦を観戦することができな
かったメンバーも多かったことからビデオサロン
を企画した 31。
東京都の新日鉄住金本社ラグビー部（NSC ラ
ガー）は同年 10 月 7 日、釜石市内 2カ所の仮設
商店街に「ラグビーワールドカップ（RWC）釜
石誘致応援フラッグ」を掲げるボランティア活
動を行った。2019 年に日本で開かれる RWC を釜
石に誘致しようと、釜石シーウェイブズ（SW）
RFC と地域団体が取り組む誘致応援事業に協力
した。同部の選手ら 11 人が来釜し、大只越町の
青葉公園商店街と天神町の復興天神 15 商店街に
合わせて 50 本のフラッグを掲げた 32。
2．身近なスポーツ組織貢献
全国組織の日本ダンススポーツ連盟は、被災 3
県に義援金を届けており、同時に、支援の一環で
ダンス交流の機会も提供しており、それを受けて
岩手県ダンススポーツ連盟は 2012 年 11 月 23 日、
復興支援のダンススポーツ交流会を釜石中体育館
で開いた。県内各地から集った愛好者 140 人が参
加した 33。
釜石市トライアスロン協会は同年 11 月 24 日、
ランニングセミナーを鵜住居町根浜海岸で開い
た。世界的に活躍したトライアスリートで、釜石
はまゆりトライアスロン国際大会を育てた選手の
一人、マイケル・トリーズ氏が講師を務め、地元
と近隣の 23 人が指導を受けた 34。
ロンドン五輪ボクシング競技のミドル級金メダ
リスト村田諒太選手が同年 12 月 4 日、鵜住居小
学校を訪問した。3年生以上 173 人の児童らはメ
ダルに触れ、村田選手と握手し、記念撮影するな
どして交流した 35。
ロンドン五輪のレスリングフリースタイル 55
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㌔級で銅メダルを獲得した 28 歳の湯元進一選手
（自衛隊）と、双子の兄で北京五輪 60㌔級銅メダ
リストの健一選手（ALSOK）が同年 12 月 8 日、
小佐野小を訪れ、児童らと触れ合った 36。
釜石市野球スポーツ少年団協会（11 チーム）
は同年 12 月 8 日、約 60 人が出席し年度の納会を
浜町の幸楼で開き、好成績を残した個人やチーム
を表彰した。優良団賞は、震災でホームグラウン
ドを失いながら、市内各地で練習を続けた浜っ子、
鵜住居、白浜の 3チームが受けた 37。
沿岸南部教育事務所主催の「おとなのためのリ
ラクゼーションセミナー」が同年 12 月 9 日、釜
石市新町の県釜石地区合同庁舎で開かれ、市内か
ら 17 人が参加した。2 部では、同事務所の保健
体育主事で日本体育協会公認スポーツ指導者の
佐々木誠氏が、バランスボールとストレッチボー
ルを使って腰痛や肩こり、背骨のゆがみ矯正など
に効く運動を教えた。仮設住宅などを回り健康体
操やニュースポーツの指導にあたる地域スポーツ
コーディネーターの山田美智子氏は、「仮設で暮
らす人たちにも伝えたい」と話した 38。
日本プロバスケットボールリーグ（bj リーグ）
東地区の岩手ビッグブルズの選手らは同年 12 月
15 日、釜石東中学校の仮設校舎を訪れ、バスケッ
トボール部員と交流した。同校のバスケットボー
ル部員は男女合わせて 18 人で、練習に使う体育
館は鵜住居小と共有し、部員の居住地が市内各地
に分散するなど厳しい環境にあった 39。
2019 年に日本で開かれるラグビーワールド
カップ（W 杯）の釜石誘致運動を盛り上げようと、
釜石市鵜住居町の商工業者グループ「鵜住居を新
生する会」（35 人）は 2013 年 1 月 11 日までに、
地区内の国道 45 号沿いに誘致フラッグを掲げた。
鵜住居を新生する会は、グループ補助金事業の一
つとして協力した。昨年暮れから、地区内の国道
45 号沿いの 500㍍ほどの区間に 33 本のフラッグ
を掲げた 40。
釜石テニス協会は同年 2月 24 日、中妻体育館
で「キッズテニス教室」を開いた。NPO 法人テ
ニスチャレンジいわて 2020 との共催で、2012
年 12 月に現役を引退した元全日本女子ダブルス
チャンピオンをコーチに招き、子どもたちにテニ
スの楽しさを伝えた。小学生約 30 人が参加した。
教室にはスポーツ用品メーカーのヨネックスが協
力した。同社は震災後、被災地支援のための「ス
ポーツで笑顔」プロジェクトを立ち上げ、日本トッ
プレベルの選手を派遣して子どもたちなどにテニ
スやバドミントンを楽しんでもらった 41。
Ⅴ．スポーツ資金貢献
東京新橋ロータリークラブはアメリカ・ハワイ
のホノルル RC とともに取り組む被災地支援活動
の一環として、2011 年 11 月 16 日、大震災で校
舎を失った鵜住居小（児童 270 人）と唐丹小（児
童 70 人）にスポーツ用具を贈った。総額 143 万
円の目録とクラブのバナーを贈った。スポーツ用
具はユニホーム、スパイクなど 6種、190 点にの
ぼった 42。
釜石リアスライオンズクラブのチャーターナイ
ト（認証状伝達）44 周年記念式典が 2012 年 10
月 17 日、釜石市大町のホテルサンルート釜石で
開かれ、記念事業として、11 月に行われる第 22
回釜石地域中学校バスケットボール大会の運営費
（10 万円相当）を贈った 43。
東京都荒川区の東京リバーサイドロータリーク
ラブは同年 10 月 27 日、唐丹中、唐丹小に軟式野
球用のボール 120 個を贈った。同クラブは 2011
年 10 月、友好クラブの台北扶輪社（台湾）と共
同で唐丹野球スポーツ少年団に復興支援の寄付を
行った。贈られた 200 万円は、津波で被災した旧
唐丹小校庭で整備が進められていた野球グラウン
ドの簡易水洗トイレダッグアウトの資材購入など
に充てられた 44。
被災地支援で釜石市と絆を結ぶ静岡県袋井市の
クリエイティブマーケット（クリマ）実行委員会
は同年 11 月 2 日、釜石の少年スポーツ振興へ義
援金 10 万円を贈った 45。
2016 年の岩手国体と 19 年に日本で開催される
ラグビーワールドカップ（W 杯）の誘致に向け、
人口芝のグラウンドとして整備工事中の釜石市陸
上競技場に英国風のクラブハウスが建設されるこ
とになった。同年 11 月 20 日、釜石市と、新日鉄
住金の炭調達先である米国エックスコール社の寄
付に関する調印式が釜石市役所で行われ、クラブ
ハウスの建築費 1億 5,950 万円を同社が寄付した
46。
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釜石早起き野球リーグの納会は同年11月21日、
釜石市大町の釜石ベイシティホテルで行われ、10
月の第 15 回チャリティー福祉ナイター野球で寄
せられた募金 2万 5,965 円を市社会福祉協議会の
「まごころ福祉基金」に贈った。寄付金の総額は
98 万 7,160 円に上った。チャリティーナイターに
は学童、中学生、一般が参加し、スタンドの応援
団、一般選手などが募金した。また、学童野球の
交流試合で来訪していた秋田県の父母らも協力し
た 47。
岩手県フライングディスク（FD）協会は同年
12 月 3 日、釜石市教育委員会にソフトフライン
グディスク（ドッジビー）120 個を寄贈した。被
災地の子どもの運動を促進する支援活動で、仮設
校舎で学んでいる唐丹小、唐丹中、鵜住居小、釜
石東中に配分された 48。
米国シカゴでランニング関連のスポーツ店を経
営するマーク・スコット氏らは同年 11 月 29 日、
子どもたちのスポーツ教育に役立ててもらおう
と、釜石・大槌地区小学校体育連盟に 1640㌦（約
13 万 5,000 円）を寄付した 49。
Ⅵ．スポーツ政策貢献
釜石市議会は 2012 年 7 月 17 日の臨時会におい
て、岩手国体施設改修工事請負契約締結案を可決
した。鵜住居地区スポーツ交流拠点創造ビジョン
策定事業をめぐって質疑が交わされた。同策定事
業には 4,300 万円が計上された。岩手国体施設改
修工事では、2016 年の国体開催へ向けて甲子町
松倉の市陸上競技場を人口芝に張り替え、ラグ
ビー、サッカーコート 2面を整備する。工事は盛
岡市の長谷川体育施設北奥事業所が 1億 9,939 万
円で請け負い、工期は来年 2月までで、8月にも
着工する 50。
2016 年岩手国体でラグビー（成年の部）とト
ライアスロンの 2競技が行われる予定の釜石市は
同年 10 月 10 日、国体準備委員会を設置し、初会
合を開いた。競技団体関係者など 15 人に委員を
委嘱した 51。
同年 10 月 28 日に行われた第 3回かまいし仙人
峠マラソン大会の結果をまとめる実行委員会が
12 月 10 日、釜石市大町のホテルサンルート釜石
で開かれ、参加者が 1,000 人を突破した今大会の
成功を受け、来年度以降も継続開催することを決
めた。今回は実行委を釜石市体育協会が主管し、
県沿岸広域振興局がバックアップする形とした
が、来年度からは市が主体となって大会を運営す
ることとなった 52。
岩手県が 2012、13 年度の 2 カ年にわたり実施
している「新しい公共の場づくりのためのモデル
事業」の成果報告会が 2013 年 2 月 2 日に、県釜
石地区合同庁舎で開かれた。釜石市内からは、鵜
住居町、片岸町、箱崎町などの復興まちづくりを
推進する釜石東部漁協管内復興市民会議と、2019
年ラグビーワールドカップの誘致活動に取り組む
釜石シーウェイブス（SW）RFC が取り組み内容
や成果を発表した。釜石シーウェイブスの増田久
士事務局長が新日鉄釜石ラグビー部 OB が中心と
なって支援活動を展開している「スクラム釜石」
などと連携した取り組みを紹介した上で、「被災
者には『そんな現状ではない』という思いがある
ことも知っているが、地域文化の掘り起しの一つ
として市民の理解を得たい」などと説明した 53。
釜石市体育協会の 2012 年度市民体育賞表彰式
は同年 2月 24 日、大町のホテルサンルート釜石
で開かれた。栄光賞で 1人、1団体、奨励賞では
14 人、4団体を表彰し、激励会も開かれた。栄光
賞は全国大会などで、奨励賞は各種県大会などで
優勝もしくはこれに準ずる優秀な成績を収めた人
（団体）が対象となった 54。
釜石市生涯学習スポーツ課スポーツ振興係が、
J リーグ鹿島アントラーズ専任トレーナーなどス
ポーツテーピング界の第一者で、治療院を開設中
の講師を招いて、同年 3月 16 日に釜石市民交流
センターにおいて、スポーツテーピング研修会を
開催した 55。
Ⅶ．復興事業におけるスポーツ貢献事業の有意性
以上のように、第 1に、公共スポーツ施設（グ
ラウンドを含む）の機能使用が震災の復旧・復興
プロセスに果たした役割に注目するスポーツ施設
貢献では、災害時転用から住民間や行政と住民と
の情報の結節点・拠点としての役割を担いつつあ
ることが分かる。しかも施設機能は着実に拡充し
ている。施設はスポーツ事業の拠点であり、拠点
はソフト事業の充実や人々の交流を生み出すので
39震災復興事業におけるスポーツ事業の貢献
ある。
第 2に、被災地の住民に対する前向きな生きる
力の提供を意図したさまざまな規模のスポーツイ
ベントの開催について、実に多くの実践が積み重
ねられている。たとえば住まいをめぐる復興事業
にあたっては住民と住民、住民と行政との意見の
違いや摩擦がどうしても生じる傾向がある。対照
的にスポーツ事業では目的が具体的・明確である
ケースが多いがゆえに、住民間での緩やかの合意
が形成されていれば、行政もそれを後押ししやす
い。とくに地域スポーツ活動は総体として見れば、
外向的でかつ利害関係の衝突を回避しやすい性質
を有しているのである。
第 3に、施設とイベントを通じた貢献を効果的
に達成するところのスポーツの組織・団体活動に
注目した視点が、スポーツ組織貢献の視点である。
震災発生後、避難所となった体育館での運営、体
操や軽い運動の実施の際の指導、スポーツイベン
ト開催の際の企画や運営、参加者との交流に限ら
ず、多くのスポーツ関係組織は物資の運搬やがれ
き処理などのボランタリーな活動に携わった。こ
うした組織や人という担い手の活動が震災後一定
期間を経過した後でも断絶せすに、形を変えて継
続している。
第 4に、スポーツ事業で用意・調達・流通され
た金銭・資金の果たす役割に注目した場合のス
ポーツ資金貢献について、事業活動のための重要
な資源の調達・提供がさまざまなルートを通じて
達成されている。スポーツ活動のための用具一つ
を取っても、資金を介した提供が地域スポーツ活
動を支えているケースすらある。
第 5に、スポーツ政策貢献では、スポーツ事業
に関わる施策や予算そのものが復旧・復興計画に
おいて重要な位置を占めている。施設、イベント、
組織、資金を通じたスポーツ貢献事業は、スポー
ツ政策貢献によって後押しされている。この政策
貢献と四つのスポーツ貢献事業は互いに支え合っ
て震災復興に貢献しているのである。
本稿が対象とした復興釜石新聞においてスポー
ツ事業関連が占める記事掲載がその本数および量
の点でも多いことも事実である。したがって、復
興事業におけるスポーツ貢献事業の有意性は極め
て高いと結論づけられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1
 復興釜石新聞は市内全世帯に配布されているとはいうも
のの、ホームページ等の電子媒体による情報発信はなく、
筆者の知る限りでは、釜石市外や岩手県外の者には入手
しにくい状況にある。そこで 2013 年 3 月 9 日に釜石市
役所を訪問したところ、57 部を入手できたした次第で
あり、これまでに刊行された復興釜石新聞のすべてを網
羅したものではない。
2
 復興釜石新聞「やむなく遠野で陸上記録会」（2012 年 9
月 15 日付）。
3
 同「シープラザ遊　人口芝老朽化」（2012年 9月 19日付）。
4
 同「仙人峠マラソン大会へ」（2012 年 10 月 17 日）。
5
 同「20 チーム　新コースでタスキつなぐ」（2012 年 11
月 14 日付）。
6
 同「釜石市　東海市　少年サッカー交流」（2012 年 11
月 28 日付）。
7
 同「ラグビーワールドカップ（2019 年日本で開催）を
釜石で」（2013 年 1 月 16 日付）。
8
 同「スポーツ、文化の拠点として 50 年余」（2013 年 1
月 19 日付）。
9
 同「商店街と連携　流経代が協力」（2012 年 8 月 8 日付）。
10
 同「日本代表の小佐野クラウン」（2012 年 8 月 8 日付）。
11
 同「トライアスロン大会復活への力泳」（2012 年 8 月 8
日付）。
12
 同「被災 3県 440㌔縦断」（2012 年 8 月 18 日付）。
13
 同「メダル手に釜石へ」（2012 年 8 月 18 日付）。
14
 同「釜石で東北発　ライフセービング競技会」（2012 年
8 月 18 日付）。
15
 同「小学生～一般 120 人が力泳」（2012 年 8 月 25 日付）。
16
 同「秋空の下　さわやかに　軽やかに」（2012 年 10 月
10 日付）。
17
 同「秋晴れの下で大運動会」（2012 年 10 月 17 日付）。
18
 同「150 人が躍動　汗流す」（2012 年 10 月 27 日付）。
19
 同「復興へ弾みつける釜石マラソン」（2012 年 10 月 31
日付）。
20
 同「『希望の灯り』釜石へ」（2012 年 11 月 28 日付）。
21
 同「ナイターバスケも再開」（2012 年 12 月 19 日付）。
22
 同「復興祈念　70 人参加」（2012 年 12 月 29 日付）。
23
 同「スカットボール　地区対抗で楽しむ」（2012 年 12
月 29 日付）。
24
 同「ソフト剣でチャンバラ」（2013 年 2 月 20 日付）。
25
 同  「根浜のアクセル路をきれいに」（2012年8月1日付）。
26
 同「シルバー岩手６連覇」（2012 年 8 月 1 日付）。
27
 同「地域の絆にラジオ体操」（2012 年 8 月 1 日付）。
28
 同「支援物資搬送に汗」（2012 年 8 月 25 日付）。
29
 同「公式戦開幕へ意気上げる」（2012 年 8 月 29 日付）。
30
 同  「Ｗ杯釜石誘致に強力“助っ人”」（2012年9月8日付）。
31
 同「ＳＷ開幕戦勝利を祝う」（2012 年 9 月 15 日付）。
32
 同「仮設商店街にＲＷＣ誘致フラッグ」（2012 年 10 月
10 日付）。
33
 同「140 人軽快にステップ」（2012 年 11 月 28 日付）。
34
 同  「トライアスロン大会復活へ」（2012年11月28日付）。
35
 同「被災地の子どもに元気を」（2012 年 12 月 8 日付）。
36
 同「レスリング　小佐野小で児童らと交流」（2012 年
12 月 15 日付）。
37
 同「３チームに優良団賞」（2012 年 12 月 15 日付）。
38
 復興釜石新聞「震災の疲れ　運動でほぐす」（2012 年
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12 月 15 日付）。
39
 同「勇気届けるリターンパス」（2012 年 12 月 22 日付）。
40
 同「被災の国道沿いに誘致フラッグ」（2013 年 1 月 16
日付）。
41
 同「テニスで岩手を元気に」（2013 年 3 月 2 日付）。
42
 同「唐丹、鵜住居小にスポーツ用具」（2011 年 11 月 19
日付）。
43
 同「中学校バスケを支援」（2012 年 10 月 20 日付）。
44
 同  「唐丹の少年野球にボール贈る」（2012 年 11 月 3 日）。
45
 同「少年スポーツ振興へ」（2012 年 11 月 7 日付）。
46
 同「英国風のクラブハウス建設へ」（2012 年 11 月 24 日
付）。
47
 同「早起き野球リーグ納会」（2012 年 11 月 28 日付）。
48
 同「フライングディスク贈る」（2012 年 12 月 8 日付）。
49
 同 「子どもたちのスポーツ教育に」（2012 年 12 月 1 日
付）。
50
 同「復興交付金事業など　239 億円を増額」（2012 年 7
月 21 日付）。
51
 同  「4年後の国体へ準備委始動」（2012年 10月 17日付）。
52
 同「仙人峠マラソン継続へ」（2012 年 12 月 15 日付）。 
53
 同「『新しい公共』モデル事業報告会」（2013 年 2 月 9
日付）。
54
 同「釜石市体育賞　活躍たたえ 15 人、5団体表彰」（2013
年 2 月 27 日付）。
55
 同「釜石市からのお知らせ」（2013 年 3 月 6 日付）。
（本研究は 2012 年度文部科学省科学研究費補助金
基盤研究（Ｃ）の助成を得て執筆された）
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Abstract
This paper is to present the various sports activities contribution toward revival from the Earthquake Disaster in 
Japan.
Recreational sports activities and sports events have developed after the Earthquake Disaster in Kamaishi City, 
Iwate Prefecture. These sports activities have been making an important contribution to residents in Kamaishi City.
This contribution is classified as follows: sports facilities contribution, sports events contribution, sports organi-
zations contribution, sports funds contribution and sports policies contribution.
Sports activities are dependent on the basis of sports facilities which provide opportunities of personal friendly 
exchanges. Sports events are useful motives for going out and exercising. Sports organizations take over, support 
or sponsor various sports events. Sports funds are very important resources of sports activities which need sporting 
goods etc. Sports policies are directly connected with reasonability and legitimacy in above sports contribution.
（2013 年 5 月 31 日受理）
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